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令和４年２月



１ 目的

空き家の有効活用の促進及び空き家を発生させない意識醸成

２ 対象者

Ａ－１ 令和２年度空き家実態調査で「良好空き家」と判断された

116棟の空き家所有者へのアンケート

対象 空き家バンク登録者等を除く95件

期間 令和３年１月21日（木）～２月５日（金）

方法 郵送による自記式アンケート

回収 73件（76.8％）

Ｂ－１ 令和２年度空き家実態調査で「不良度低空き家」と判断された

288棟の空き家所有者へのアンケート

対象 空き家バンク登録者等を除く198件

期間 令和３年11月26日（金）～12月10日（金）

方法 郵送による自記式アンケート

回収 121件（61.1％）



３ 関連事業

Ａ－２ セミナーによる財産の適正管理及び将来不安の解消

日時 令和３年３月６日（土） 駅北広場キターレ

実績 43人（うちＺＯＯＭ参加14人）

受託 一般社団法人空き家活用ネットワーク糸魚川（いえかつ糸魚川）

Ｂ－２ 空き家見学ツアーや相談会による空き家有効活用の促進

日時 令和３年12月11日（土） 空き家見学ツアー、空き家相談会

実績 ４組６人（うち相談会のみ１組２人）

受託 一般社団法人空き家活用ネットワーク糸魚川（いえかつ糸魚川）

Ａ－２終活セミナー Ｂ－２空き家見学会ツアー



３ 関連事業

Ａ－２ Ｂ－２



４ 調査結果比較

●本物件をどのように使用されていますか。

Ｂ－１

Ａ－１



４ 調査結果比較

●本物件をどれくらいの頻度で使用されていますか。

Ｂ－１

Ａ－１



４ 調査結果比較

●本物件を日常的に使用されなくなった理由はなぜですか。

Ａ－１
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４ 調査結果比較

●本物件の将来について、どのようにお考えですか。

Ａ－１

Ｂ－１



４ 調査結果比較

●空き家バンク（いえかつ）へ登録しても良いという考えはあるか。

Ａ－１

Ｂ－１



４ 調査結果比較

Ａ－１ 自由意見（主なもの）

・関東地区に身内がいて地震等の避難先としたい（自己使用）

・管理ができなくなったら考える（自己使用）

・タダでもよい（売買、賃貸）

・早く手放せなくて困っている（登録はい）

・いらない空き家はどんどん有効活用すべき（登録はい）

・将来の災害等を考えると簡単に手放せない（登録いいえ）

Ｂ－１ 自由意見（主なもの）

・負の遺産で人の住めない建物が悩みの種（登録はい）

・売却または貸家として住んでいただきたい（登録はい）

・解体費用もかかるため大変困っている（登録はい）

・もっと早く始めて欲しかった（登録いいえ）

・コロナ禍で帰郷できず家も家財も悪くなり困っている（登録いいえ）

・老朽化で登録する価値がない（登録いいえ）



４ 調査結果比較

Ａ－２ セミナー参加者感想等（主なもの）

・糸魚川市にこのような動きがあることが分かり良かった

・高尾先生に相談に行きたい

・一人で悩んでいたが参考になった

・セミナーを継続開催して欲しい

・空き家を手放したい理由：面倒を見なくてもよい(72％)

・空き家を手放す際の障害：どこに相談して良いかわからない(39％)、

費用の負担(35％)

・知りたい情報：売り方や買い手探し(74％)、売る・改修費用(61％)、

相続方法(30％)

Ｂ－２ ツアー参加者感想等（主なもの）

・どのようにしたら売れるのか、売れるためにしておくことを、空き家を見て
説明していただくことでイメージが沸いてきた。

・空き家を手放したい理由：面倒を見なくてもよい、お金がかかる

・空き家を手放す際の障害：相続が完了していない、費用の負担



５ まとめ

【Ａ－１】

・親の死去等に伴い空き家となった住居を墓参り等で年に数回、又は荷物置き
場として利用している傾向がある。

・約1/3の方が将来的に空き家を売買や賃貸することを考えており、約1/2の方
が空き家バンクへの登録も検討している。

【Ｂ－１】

・親の死去等に伴い空き家となった住居を使用していない、又は荷物置き場と
して利用し、年に数回帰郷し使用している傾向がある。

・約1/2の方が将来的に空き家を売買や賃貸することを考えており、約1/2の方
が空き家バンクへの登録も検討している。

【ＡＢ共通】

・空き家処分にかかる手間と費用から手続きに踏み出せない。

・いえかつ糸魚川の存在を知ってもらうこと、空き家バンク登録数の増加及び
効果的な情報発信が、空き家の流動化や物件減少につながる。


